
この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
このワゴンは組立式になっておりますので、下記の要領で組み立ててくご使用ださい。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

タブレットワゴン（2段）（RAC-TABWG2）組立説明書

★用意していただくもの・・・・・プラスドライバー、
手袋（組み立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください）

組立て部品

1 棚板を組み立てます。 2 サイドフレームを寝かせてキャスター
を取付けます。

サイドフレーム×左右1組

バックパネル×2枚

仕切板×22枚

棚板A×2枚

棚板B×2枚

棚板C×2枚

使用ボルト

ボルトA×12本〔1/4"×16〕

ボルトC×4本〔M4×10〕

キャスター
(ストッパー付き)×2個

キャスター
(ストッパー無し)×2個

スパナ×2本

六角レンチ×1本

ナット×4個

蝶ナット×4個

キャスター
(ストッパー付き)

キャスター
(ストッパー無し) ナット

※ストッパー付きキャスターが前です。

前

ボルトB×8本〔1/4"×8〕

完成図

総耐荷重25kg

側面図A 側面図B

タブレット収納部1ヶ所あたり
有効内寸：W20×D352.5×H322mm
耐荷重：0.8kg363313453
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背面ボックス部
有効内寸（A時）：W313×D129×H322mm
有効内寸（B時）：W313×D112～166×H278mm
耐荷重：3kg
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スパナ

サイドフレーム
※斜めになっている
　方が前です。

完成図（側面） 完成図（側面）

棚板を水平にする場合 棚板を斜めにする場合

※同様にもう片方の棚板も組み立てます。 ※同様にもう片方の棚板も組み立てます。
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使用ボルト

ボルトC〔M4×10〕

前

上

棚板A

　棚板B
※後側の穴を使用します。

棚板C ボルトC

蝶ナット

前

上

棚板A

　棚板B
※前側の穴を使用します。

棚板C ボルトC

蝶ナット

ケーブルフック×8個



3 棚板を取付けます。

BG/AD/TTDaNo

4 反対側のサイドフレームを取付けます。

5 全体を起こして、バックパネルを取付けます。 7 仕切板を差し込んで完成です。6 棚板Cにケーブルフックを取付けます。

使用ボルト

ボルトA〔1/4"×16〕

使用ボルト

ボルトA〔1/4"×16〕

使用ボルト

ボルトB〔1/4"×8〕

※収納する機器の幅に合わせて、
　棚板の穴に凸部を差し込みます。

※同様に、点線で囲んだ穴を使って
　下側の棚板も取付けます。

※同様に、点線で囲んだ穴を使って下側の棚板も取付けます。

※同様に下側のバックパネルも取付けます。 ※同様に下側の棚板Cにも取付けます。

前

前

完成図（側面） 完成図（側面）

棚板を水平にする場合 棚板を斜めにする場合 ※図は棚板を斜めにした状態です。

前

上

ボルトA
ボルトA

ボルトA
棚板

棚板

※フレームのある方が内側です。

前から見た図 内側

※フレームのある方が内側です。

前から見た図 内側

サイドフレーム

前

上

前

サイドフレーム

サイドフレーム

バックパネル
※平らな面が外側です。

ボルトB

バックパネル

棚板A

横から見た図
棚板Aを斜めにしている場合はバックパネル
を下から差込みます。

　ケーブルフック
※任意の穴に取付けます。

棚板C


